様式４

 個　 人　 調　 書

	履　　　　　　　　歴　　　　　　　　書

	ﾌ　 ﾘ　 ｶﾞ  ﾅ

氏　　　　　名
	
	生年月日（年齢）
	昭和　　年　　月　　日（満 　　才）
	

	本籍地又は国籍
	　
	現　　住　　所
	
	

	学　　　　　　　　　　　歴

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　項

	昭和52年　3月

昭和52年　4月

昭和54年　3月

昭和62年　3月


	【記入例】大学卒業から記入すること。
　金沢大学工学部○○工学科卒業

　金沢大学大学院○○研究科○○専攻修士課程入学

　金沢大学大学院○○研究科○○専攻修士課程修了
（学位、論文名）
博士（工学）・○○大学、○○○○に関する研究



	職　　　　　　　　　　 歴

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　項

	昭和54年　4月

昭和56年　4月

昭和62年11月

平成　2年　4月


	【記入例】
　○○株式会社入社

　金沢大学工学部助手

　金沢大学工学部講師

　金沢大学工学部助教授



	学会及び社会における活動等

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　項

	
	

	賞　　　　　　　 　　　罰

	年　　　月
	事　　　　　　　　　　　　項

	平成元年　６月
	【記入例】
○○学会論文奨励賞受賞

	職　　務　  の　  状　 況

	勤　務　先
	職　名

	学部，学科等
（所属部局）
の名称
	担当授業科目名

	毎週担当授業時間数
	備  考

	
	
	
	
	専任
	兼担
	兼任
	計
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記のとおり相違ありません。

　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(◯,印)



Ⅰ．研　究　業　績

１．研究論文（学術雑誌掲載のもの）　　　　　　　【西暦により記載すること。以下の表も同様】
	　番号


	　　　　題　　　　　　目


	　掲　載　誌，

　巻，号，頁
	　発表

　年月
	審査

の

有無
	　著　者　名



	　　１

　　１´

　　２

　　３

　　４

　　・

　　・

　　・

　３１

　　

　　

　３２

　３３

　３４


	○○‥‥‥‥に関する調査研究

Research on ‥‥‥‥‥

Self－Reinforcing ‥‥‥‥‥

ドライバーの‥‥‥に関する動的

解析

経路選択行動と道路交通システム

の‥‥‥‥に関する研究

・

・

・

Development of ‥‥‥‥‥

運行スケジュールを‥‥‥‥‥

に関する研究

情報提供の最適化手法

都市直下型地震を‥‥‥‥‥

最適配置に関する研究


	交通工学，

第13巻,12号，

PP.22‐32

‥‥‥‥‥

No.15,PP.88‐93

Transport Policy

No.6,PP.135‐145

土木計画学論文集，No.1, PP.753‐761

土木学会論文集，No.383/Ⅳ-7,

PP.53‐63

・

・

・

‥‥‥‥‥

Vol.25,No.6,PP.8‐22

都市計画論文集，

第35号，

PP.97‐102

都市計画論文集，

第35号，

PP.203‐208

土木計画学研究，

No.18, PP.38‐45


	1978.12

1979.1

1979.1

1980.11

1981.12

・

・

・

2000.8

2000.11

2000.11

2000.12


	有

有

有

有

有

・

・

・

有

有

有

有


	石川　太郎

金沢　次郎

T. Ishikawa

J. Kanazawa

J. Kanazawa

T. Ishikawa

石川　太郎

金沢　次郎

石川　太郎

金沢　次郎
・

・

・
J. Kanazawa

T. Ishikawa

金沢　次郎
石川　太郎

金沢　次郎
石川　太郎

金沢　次郎
石川　太郎



	　　　　　（注）・論文は，発表年代順に番号を付けて記入すること。

　　　　　　　　・著者名は，本人を含めて発表時の順で記入し，本人にはアンダーラインを付けること。

　　　　　　　　・英文論文と和文論文で内容を同一とするものは，翻訳論文の番号に´（ダッシュ）を付けること。


	
	
	
	
	
	


２．研究論文（国際会議のプロシーディング）

	　番号


	　　　題　　　　　　　　目

　　（国際会議名，開催地等）
	　掲　載　誌，

　巻，号，頁
	　発表

　年月
	審査

の

有無
	　著　者　名

	　　１

　　２

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　１７


	Drivers’Learning and Network

Behavior

(ＷＣＴＲ,  Yokohama)

Traffic　Demand　Estimation 

Trips　only as Unknowns

(ＷＣＴＲ,  London)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

An Algorithm for‥‥‥‥‥‥

of a Transportation　Network

(ＩＳＴＴ,　New York)
	Proc.of the  5th
WCTR, Vol.3,

PP．130‐142

Proc.of the 6th
WCTR, Vol.5,

PP．25‐32

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Proc.of the 14th
ISTT, Vol.1. 2,

PP．13‐32


	1983.4

1986.7

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2000.7
	有

有

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

有
	J. Kanazawa

T. Ishikawa

T. Ishikawa

J. Kanazawa

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

J. Kanazawa

T. Ishikawa

	　　　　　（注）・助手採用人事でなくても，必要性のある場合には講演を加えてよい。

　　　　　　　　・学会等の省略形は，欄外にフルネームを付記すること。



	
	
	
	
	
	


ＷＣＴＲ :  World Conference on Transport Research

ＩＳＴＴ :  International Symposium on Transportation and Traffic Theory

３．著書，編書

	　番号
	　　　　書　　　　　　　名
	　発　行　所
	発行年月
	　著　者　名

	　　１

　　２


	テキストシリーズ　土木工学２

　交通計画学

（担当　第３章　交通需要の実態調査，

　　　　第８章　交通運用計画　　　）

やさしい交通シミュレーション

（担当　第６章２節

　　　　シミュレーション技術総覧

　　　　ｓｏｕｎｄ　）


	　共立出版

　株式会社

　丸善

　株式会社


	1993.5

1999.7
	金沢　次郎

　　　他８名

（○○○○

　　　編著）

金沢　次郎

　　　他１４名

（社団法人

　交通工学

　研究会編）

	　　　　　（注）・分担がはっきりしている場合には，その箇所を記すこと。

　　　　　　　　・共著者が多い場合には，○○○○他○○名と記入してよい。

	
	
	
	
	


４．報告書，解説，資料，展望，総説など

	番号
	種　別
	　　　　題　　　　　目
	　掲　載　誌，

　巻，号，頁
	　発表

　年月
	　著　者　名

	　１

　２

　３

　４
	報告書

報告書

論説

総説
	道路交通情報の最適提供位置決定

のための計画支援システムの開発

高齢者の交通事故防止を目的とし

たＣＧシミュレーションによる交

通安全対策の研究　―富山県交通事故対策研究班の試み―

日本の建設業の国際化

防災に対応した交通インフラの

整備
	文部省科学研究費

補助金　研究成果

報告書，基盤研究

Ｂ(1)(展開研究),

(1997.4～1999.3)

財団法人佐川交通

社会財団交通安全

対策振興助成研究

報告書(地域研究)

Vol.11,PP.42-65

土木学会誌，第85巻，第10号，

PP.3-4

交通工学，

Vol.35,No.5,

PP.1-6
	1999.3

1999.7

2000.10

2000.10


	金沢　次郎

金沢　次郎

○○　○○

　　他○○名

金沢　次郎
金沢　次郎

	　　　　　（注）・科学研究費や受託研究の成果報告書については，補助金の種類と交付期間を記入すること。



	
	
	
	
	
	


５．特許等

	 番号


	　　発　明　の　名　称
	種　別
	
	　出願番号
	　登録番号
	　氏　　名

	　１


	　交通量自動観測法
	特　許
	
	昭和63-01234

(1988.4.10)
	1856790

(1990.6.8)
	金沢　次郎

	　　　　　（注）・未登録の特許の場合，「登録番号」欄は無記入とする。

　　　　　　　　・特許以外は，任意の記載とする。


	
	
	
	
	
	
	


６．特記すべき研究成果（特にあれば）

	


Ⅱ．研究活動・教育活動・学会及び社会的活動について

	　　　個人調書の履歴書等や研究業績では表しきれない標記の諸活動について，最近　　

　　の活動状況を重点にお書きください。下記の項目は目安として掲げたものですの

　　で，該当事項のない項目については省いて構いません。これ以外にも適当な項目

　　があれば追加してお書きください。


１．研究活動について

　　最近の研究業績を基に研究の状況を説明してください。また，今後どのように進める予定かも付記してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６００～８００字程度）

２．教育活動について

　（１）大学等教育研究機関での教育経験

　　　①担当授業科目

　　　（注．　ⅰ～ⅷ は，例です。また，ⅰ～ⅳ は原則３年以内，ⅴ～ⅷ は原則１０年以内で書いてください。）

　　　　ⅰ　教養科目　　(授業科目名，授業数，年度)

　　　　ⅱ　専門科目　　(授業科目名，授業数，年度)

　　　　ⅲ　博士前期科目(授業科目名，授業数，年度)

　　　　ⅳ　博士後期科目(授業科目名，授業数，年度)

　　　　ⅴ　その他の授業（開放講座，留学生プログラム等）

　　　　ⅵ　非常勤講師

　　　　ⅶ　大学外での社会人教育活動等

　　　　ⅷ　教材開発実績（資料，ホームページ等）

　　　②大学院における教育研究指導実績（最近３年間）

	　　　区　　　分
	　　　　　　　学位取得者数　／　研究指導学生数

	
	　　Ｈ．１０年度
	　　Ｈ．１１年度
	　　Ｈ．１２年度

	　　博　士　前　期
	　　　２／４
	　　　２／４
	　　　２／４

	　　博　士　後　期
	　　　１／２
	　　　０／１
	　　　１／２

	　　研　究　生
	　　　　／
	　　　１／１
	　　　　／

	　　留　学　生(重複可）
	　　　０／１
	　　　０／１
	　　　１／１


　（２）教育に関する研究業績（再掲でも可）

　　　（注．　個人調書のⅡ．研究業績のリストの番号を書いてください。）　　　

　　　①研究論文

　　　②解説・資料・報告書・著書

　　　③作品・教育ソフト

　（３）企業での教育経験　（注．　①～⑥は，例です。）　　　

　　　①技術士（技術士法第３２条）等の資格取得

　　　②技術士等の養成指導

　　　③社員教育

　　　④社内での学位論文指導

　　　⑤特許取得の指導

　　　⑥インターンシップ教育への関わり

３．学会・社会活動　（平成　　年度以後（＝５年以内）の状況）

　（１）参加している国内学会（学会毎）

　　　　　①国内学会名　　②役職，委員，実行委員等　　③招待講演等（招待された状況）　　④研究会への参加状況

　　①土木学会　②土木学会誌編集委員（平成11.6～現在）　③土木計画学研究発表会招待記念

　　　講演（２１世紀におけるＩＴＳの利用可能性），平成10.11　　④土木計画学研究委員会（交

　　　通ネットワークシミュレーション研究会，平成10.4～12.3）

　　①日本都市計画学会　②学術委員会委員（平成10.4～14.3予定）　③なし　④中部支部「まち

　　　づくりとＮＰО」研究会（平成12.4～現在）

　（２）参加している国際学会（学会毎）

　　　　　①国際学会名　　②役職，委員，実行委員等　　③招待講演等（招待された状況）　　④出席状況　　

　　①　WCTRS(World Conference on Transport Research Society)　　②　なし　　③　なし

　　　④　1997.7（第7回），　2000.8（第8回）

　（３）地域学会・研究会

　　　　　①学会・研究会名　　②会の目的　　③参加状況
　　①　金沢の都市と交通を考える会（K.CAT）　②金沢の都市と交通問題を取上げ，専門家として

　　　将来のあるべき姿を提言する。　③会を主宰しているので，毎月１回の研究会に出席している。

　（４）市・県・国などの委員会への参加状況

　　　　　①委員会名　　②主催者　　③委員長・委員等　　④期間
　　①　○○市におけるコミュニティバス導入検討委員会　②○○市　③委員長　④平成9.6～10.3

　　①　○○市都市計画マスタープラン策定懇話会　②○○市　③委員　④平成9.7～10.3

　　①　公共事業評価監視委員会　②建設省北陸地方建設局　③委員　④平成9.9～現在

　（５）その他の学会・社会活動

　　　　特になし。

４．大学・学部等の委員会委員　（平成　　年度以後（＝３年以内）の状況）

　　　・平成10年度　　工学部学生生活委員会　委員

　　　・平成11年度　　工学部教務委員会　副委員長

　　　・平成11年度　　工学部点検評価検討委員会　委員

　　　・平成12年度　　工学部教養・共通教育実施委員会　委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔選考委員会用－１〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【Ⅱとは別葉に作成してください。】

Ⅱ－２．研究・教育活動について

（１）研究業績数　（平成　　年度以後（＝５年以内）の研究業績の数）

　　①研究論文数（学術雑誌掲載のもの）　　　　　　　　　　　　編　
　　　うち，筆頭著者論文数　　　　　　　　　　　　　　　　　　編　
　　②研究論文数（国際会議のプロシーディング）　　　　　　　　編　
　　③著書，編書の数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編　
　　④報告書，解説，資料，展望，総説などの数　　　　　　　　　編　
　　⑤特許等の数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件　
（２）研究費（外部資金）の獲得　　（平成　　年度以後（＝５年以内）の受入れ）　

　　①科学研究費（年度，研究種目，研究課題名，代表・分担等）

　　　・平成９年度～平成10年度，基盤研究Ｂ(１)(展開研究)，

　　　　道路交通情報の最適提供位置決定のための計画支援システムの開発，代表

　　　・平成11年度～平成12年度，基盤研究Ｃ(２)(一般研究)，

　　　　信号交差点の容積解析を組み込んだ交通量配分モデル，代表

　　　・平成12年度，基盤研究Ｃ(１)(企画調査)，道路ネットワーク交通流シミュレーション

　　　　作成プロセス標準化ワークショップの企画調査，分担

　　②政府出資金事業等（年度，事業名，出資機関名，代表・分担等）

　　　・平成10年度～平成13年度，○○企業国際共同研究開発補助事業，国立○○研究所，分担

　　③国，地方，民間との共同研究（年度，研究題目，機関名，代表・分担等）

　　　（注．②に掲げたものを除く。）　　

　　　・平成11年度～平成12年度

　　　　ＩＴＳを活用した交通安全対策のための合流部交通挙動解析モデルの開発研究，

　　　　○○株式会社，代表

　　④受託研究（年度，研究題目，委託機関名，代表・分担等）　（注．②，③に掲げたものを除く。）
　　　・平成10年度～平成13年度，　利用者からみた公共交通機関のサービスレベル評価法の確立，

　　　　財団法人運輸政策研究機構，分担

　　⑤企業・財団等の助成金(賞)(年度，企業･財団等名，研究題目，事業名又は賞名，代表･分担等)

　　　・平成９年度，財団法人住友海上福祉財団，

　　　　ＣＧを用いた交通安全対策策定設計支援システムの開発とその効果分析，

　　　　研究助成(交通安全等)

　　　・平成９年度，○○○財団，○○○○○○国際学会参加助成

　　　・平成１０年度，財団法人佐川交通社会財団，高齢者の交通事故防止を目的とした

　　　　交通安全対策の研究，交通安全対策振興助成（地域研究）

　　⑥特許等による研究費（年度，研究費を受ける発明の名称等）

　　　・平成９年度，ＰＨＳを用いた交通行動自動記録装置

　　⑦奨学寄附金（年度，件数）　（注．⑤に掲げたものを除く。）　

　　　・平成１０年度，○件

　　　・平成１１年度，○件

　　⑧その他

　　　・なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔選考委員会用－２〕

（３）教育の努力に対する自己評価

　　　次の４つの質問を総合的に勘案し，あなた自身の努力を示す答を回答区分欄から１つ選んで，

　　その数字を解答欄に記入してください。（５段階で自己評価する。）

	　　　質　　　　　　　　問
	　　　回　　　答　　　区　　　分
	回　答

	①　シラバスを通して具体的な学習

　の達成目標と授業計画を受講学生

　に明示し，その計画に沿った授業

　を実施するよう毎回の授業の組立

　てを工夫しているか？
	１

全く

努力し

ていな

い。


	２

あまり

努力し

ていな

い。


	３

どちら

とも

言え

ない。


	４

少なか

らず努

力して

いる。


	５

非常に

努力

して

いる。


	　



	②　学期開始前の準備，毎回の授業

　前の準備を，時間をかけて行って

　いるか？
	１

全く

努力し

ていな

い。


	２

あまり

努力し

ていな

い。


	３

どちら

とも

言え

ない。


	４

少なか

らず努

力して

いる。
	５

非常に

努力

して

いる。


	　

	③　教育機器の効果的な利用など，

　学生を引き付ける工夫をし，

　魅力ある授業の実践に努力して

　いるか？
	１

全く

努力し

ていな

い。


	２

あまり

努力し

ていな

い。


	３

どちら

とも

言え

ない。


	４

少なか

らず努

力して

いる。
	５

非常に

努力

して

いる。


	　

	④　学生に予習・復習を履行させ，

　ミニ演習などを通じて理解度，達

　成度を確認しながら授業を進めて

　いるか？
	１

全く

努力し

ていな

い。


	２

あまり

努力し

ていな

い。


	３

どちら

とも

言え

ない。


	４

少なか

らず努

力して

いる。
	５

非常に

努力

して

いる。


	　


（４）教育に関する大学，学部等の委員（年度，委員長･委員等：平成　　年度以後(＝３年以内)）

　　　・平成10年度　　工学部学生生活委員会　委員

　　　・平成11年度　　工学部教務委員会　副委員長

　　　・平成11年度　　工学部点検評価検討委員会　委員

　　　・平成12年度　　工学部教養・共通教育実施委員会　委員

（５）その他，教育に関する改善活動状況

　　　・平成11年度　　学科カリキュラム検討ＷＧ　委員

　　　・平成12年度　　学科教育改革検討ＷＧ　委員

　　　・平成12年度の工学部ＦＤシンポジウムでは，第○分科会に属して「○○○について」

　　　　実例を発表した。

Ⅲ．教育・研究に対する抱負

	　　　あなたが金沢大学に採用・昇任された場合，これまでの教育，研究，その他の

　　経験を生かし，あるいは新境地を拓くことも含め，教育・研究に対する抱負を

　　お書きください。

　　　　　（文字サイズ　１０ポイントで，１２００字程度，Ａ４判１ページ）


